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   決算特別委員会議事日程第１号  第３回定例会 

   令和７年９月１０日（水）    本会議休憩中開議 

 

   開  会 

日程第 １ 寒河江市議会決算特別委員会正副委員長の互選について 

 〃  ２ 認第 １号 令和６年度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ３ 認第 ２号 令和６年度寒河江市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ４ 認第 ３号 令和６年度寒河江市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ５ 認第 ４号 令和６年度寒河江市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ６ 認第 ５号 令和６年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定に 

            ついて 

 〃  ７ 認第 ６号 令和６年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認 

            定について 

 〃  ８ 認第 ７号 令和６年度寒河江市立病院事業会計決算の認定について 

 〃  ９ 議第５４号 令和６年度寒河江市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

 〃 １０ 議第５５号 令和６年度寒河江市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

 〃 １１ 議案説明 

 〃 １２ 質疑 

 〃 １３ 分科会分担付託 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第１号に同じ 

 

 

 

   開    会     午前９時４１分 

 

○髙橋良子事務局長 初めての決算特別委員会で

ありますので、委員会条例第10条第２項の規定

により、年長の荒木春吉委員に臨時委員長をお

願いいたします。 

○荒木春吉臨時委員長 初めての決算特別委員会

でありますので、委員長が互選されるまでの間、

年長の私が委員長の職務を行います。暫時の間、

御協力をお願いいたします。 

  ただいまから決算特別委員会を開会いたしま

す。 

  出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 

寒河江市議会決算特別委員会 

正副委員長の互選について 

 

○荒木春吉臨時委員長 日程第１、寒河江市議会

決算特別委員会正副委員長の互選についてを議

題といたします。 
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  これより委員長の互選を行います。 

  お諮りいたします。 

  委員長の互選については、指名推選によるこ

ととし、私から指名したいと思いますが、これ

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  では、私から委員長には渡邉賢一委員を指名

いたします。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、委員長には渡邉賢一委員が当選され

ました。 

  委員長より就任の御挨拶をお願いします。 

   〔渡邉賢一委員 委員長席へ〕 

○渡邉賢一委員長 ただいま決算特別委員長に選

任されました渡邉賢一でございます。何分経験

不足で不慣れなところがございますけれども、

ぜひ皆様のお力添えを賜り、スムーズな議事進

行、そして活発な決算特別委員会の議論をお願

し、就任の挨拶といたします。 

  それでは、これより副委員長の互選を行いま

す。 

  お諮りいたします。 

  副委員長の互選については、指名推選による

こととし、私から指名したいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  では、私から副委員長には児玉 崇委員を指

名いたします。これに御異議ございませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、副委員長には児玉 崇委員が当選さ

れました。 

  副委員長より自席にて就任の御挨拶をお願い

します。 

○児玉 崇副委員長 ただいま副委員長に選出い

ただきました児玉 崇でございます。渡邉委員

長を補佐し、委員会が円滑に進んでまいります

よう、誠心誠意務めてまいりますので、皆様か

らの御協力をどうぞよろしくお願い申し上げま

す。 

 

議 案 上 程 

 

○渡邉賢一委員長 日程第２、認第１号令和６年

度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てから、日程第10、議第55号令和６年度寒河江

市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定に

ついてまでの９案件を一括議題といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○渡邉賢一委員長 日程第11、議案説明でありま

す。 

  初めに、認第１号令和６年度寒河江市一般会

計歳入歳出決算の認定についてから認第６号令

和６年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、

三泉）歳入歳出決算の認定についてまでの６案

件について当局より説明を求めます。寺西会計

管理者。 

○寺西里衣会計管理者（兼）会計課長 おはよう

ございます。 

  令和６年度寒河江市一般会計及び特別会計決

算の概要について御説明申し上げます。 

  初めに、認第１号令和６年度寒河江市一般会

計歳入歳出決算の認定について御説明申し上げ

ます。 

  なお、金額につきましては、1,000円未満の

数字は切捨てとさせていただきますので、よろ

しくお願いいたします。 

  歳入について御説明いたします。 

  令和６年度寒河江市歳入歳出決算書の３ペー

ジ、４ページを御覧ください。款ごとの収入済

額と、前年度と比較した増減率を申し上げます。 
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  第１款市税は、収入済額が51億3,648万9,000

円で前年度比2.0％の減であります。 

  第２款地方譲与税は１億3,805万7,000円で

1.5％の増。 

  第３款利子割交付金は170万7,000円で33.6％

の増。 

  第４款配当割交付金は2,260万9,000円で

45.9％の増。 

  第５款株式等譲渡所得割交付金は3,307万

5,000円で77.1％の増。 

  第６款法人事業税交付金は7,418万3,000円で

4.8％の減。 

  第７款地方消費税交付金は10億6,903万3,000

円で2.5％の増。 

  第８款環境性能割交付金は1,355万5,000円で

3.8％の減。 

  ５ページ、６ページを御覧ください。 

  第９款地方特例交付金は2億3,022万7,000円

で352.0％の増。 

  第10款地方交付税は51億3,238万3,000円で

5.3％の増。 

  第11款交通安全対策特別交付金は545万5,000

円で6.9％の減。 

  第12款分担金及び負担金は8,775万1,000円で

0.7％の減。 

  第13款使用料及び手数料は8,228万9,000円で

2.5％の増。 

  第14款国庫支出金は34億3,455万3,000円で

9.7％の減。 

  第15款県支出金は 16億6,253万1,000円で

10.6％の増。 

  ７ページ、８ページを御覧ください。 

  第16款財産収入は3,699万9,000円で14.4％の

減。 

  第17款寄附金は37億135万円で12.7％の増。 

  第18款繰入金は21億8,331万6,000円で12.2％

の増。 

  第19款繰越金は5億8,922万6,000円で11.1％

増。 

  第20款諸収入は13億990万1,000円で6.6％の

減。 

  第21款市債は８億3,640万円で34.2％の減で

あります。 

  以上、歳入合計は、収入済額257億8,109万

3,000円で、前年度比1.4％の増であります。 

  次に、歳出でありますが、９ページ、10ペー

ジを御覧ください。款ごとの支出済額と、前年

度と比較した増減率を申し上げます。 

  第１款議会費は支出済額が１億7,192万4,000

円で5.8％の増。 

  第２款総務費は64億4,268万3,000円で12.5％

の減。 

  第３款民生費は79億7,736万円で12.3％の増。 

  第４款衛生費は15億6,375万2,000円で2.4％

の増。 

  第５款労働費は2,210万1,000円で0.4％の増。 

  第６款農林水産業費は５億9,046万6,000円で

4.8％の増。 

  11ページ、12ページを御覧ください。 

  第７款商工費は12億1,147万4,000円で20.6％

の減。 

  第８款土木費は24億6,871万8,000円で26.6％

の増。 

  第９款消防費は６億5,682万1,000円で2.2％

の増。 

  第10款教育費は19億6,144万9,000円で7.5％

の増。 

  第11款災害復旧費は6,192万2,000円で48.8％

の減。 

  第12款公債費は14億8,576万8,000円で2.6％

の減であります。 

  以上、歳出合計は、支出済額246億1,444万

2,000円で前年度比1.2％の増であります。 

  13ページを御覧ください。 

  この結果、歳入歳出差引残額は11億6,665万

円となり、これより繰越明許費に係る翌年度へ
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繰り越すべき財源１億5,290万9,000円を差し引

いた実質収支額は10億1,374万1,000円でありま

す。 

  また、地方自治法第233条の２及び寒河江市

財政調整基金条例の規定により、財政調整基金

に５億1,000万円を繰り入れ、残る５億374万

1,000円は翌年度に繰越しをしております。 

  次に、認第２号令和６年度寒河江市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算の認定について御説

明申し上げます。 

  14ページ、15ページを御覧ください。 

  歳入でありますが、第１款国民健康保険税は

収入済額７億164万7,000円。 

  第４款県支出金29億3,913万7,000円。 

  第６款繰入金２億8,690万5,000円。 

  第７款繰越金１億3,918万4,000円などであり

ます。 

  歳入合計は40億7,595万3,000円で、前年度比

1.4％の減であります。 

  次に、歳出でありますが、16ページ、17ペー

ジを御覧ください。 

  第２款保険給付費は支出済額28億5,111万

6,000円。 

  第３款国民健康保険事業費納付金９億925万

9,000円などであります。 

  18ページ、19ページを御覧ください。 

  歳出合計は40億414万7,000円で、前年度比

0.3％の増であります。この結果、歳入歳出差

引残額は7,180万6,000円となり、これは翌年度

に繰越しをしております。 

  次に、認第３号令和６年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算の認定について御

説明申し上げます。 

  20ページ、21ページを御覧ください。 

  歳入でありますが、第１款保険料は収入済額

４億7,248万8,000円。 

  第３款繰入金１億5,381万2,000円などで、歳

入合計は６億3,789万8,000円で、前年度比

9.7％の増であります。 

  次に、歳出でありますが、22ページ、23ペー

ジを御覧ください。 

  第２款後期高齢者医療広域連合納付金は支出

済額６億2,044万1,000円などで、歳出合計は６

億2,320万1,000円で、前年度比9.2％の増であ

ります。この結果、歳入歳出差引残額は1,469

万7,000円となり、これは翌年度に繰越しをし

ております。 

  次に、認第４号令和６年度寒河江市介護保険

特別会計歳入歳出決算の認定について御説明申

し上げます。 

  24ページ、25ページを御覧ください。 

  歳入でありますが、第１款保険料は収入済額

９億7,869万4,000円。 

  第３款国庫支出金10億1,556万8,000円。 

  第４款支払基金交付金11億5,373万4,000円。 

  第５款県支出金６億2,959万7,000円。 

  第７款繰入金６億8,025万6,000円などであり

ます。 

  歳入合計は45億8,900万5,000円で、前年度比

1.4％の増であります。 

  次に、歳出でありますが、26ページ、27ペー

ジを御覧ください。 

  第２款保険給付費は支出済額41億5,268万

8,000円。 

  第４款地域支援事業費１億6,049万5,000円な

どであり、歳出合計は45億2,255万1,000円で、

前年度比2.8％の増であります。 

  28ページを御覧ください。 

  この結果、歳入歳出差引残額は6,645万4,000

円となり、これは翌年度に繰越しをしておりま

す。 

  次に、認第５号令和６年度寒河江市介護認定

審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて御説明申し上げます。 

  29ページ、30ページを御覧ください。 

  歳入でありますが、第１款分担金及び負担金
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は収入済額1,209万5,000円などであり、歳入合

計は2,571万9,000円で、前年度比2.3％の減で

あります。 

  次に、歳出でありますが、31ページ、32ペー

ジを御覧ください。 

  第１款介護認定審査会費は支出済額2,170万

5,000円で、歳出合計も同額であり、前年度比

6.9％の増であります。 

  この結果、歳入歳出差引残額は401万4,000円

となり、これは翌年度に繰越しをしております。 

  次に、認第６号令和６年度寒河江市財産区特

別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認

定について御説明申し上げます。 

  33ページ、34ページを御覧ください。 

  歳入でありますが、第１款高松財産区は収入

済額19万9000円。 

  第２款醍醐財産区は21万5,000円。 

  第３款三泉財産区は26万7,000円。 

  歳入合計は68万2,000円で、前年度比9.0％の

増であります。 

  次に、歳出でありますが、35ページ、36ペー

ジを御覧ください。 

  第１款高松財産区は支出済額11万1,000円。 

  第２款醍醐財産区は15万7,000円。 

  第３款三泉財産区は17万5,000円。 

  歳出合計は44万3,000円で、前年度比22.5％

の増であります。この結果、歳入歳出差引残額

は23万9,000円となり、これは翌年度へ繰越し

をしております。 

  以上、一般会計及び５特別会計の決算の概要

について御説明申し上げましたが、詳細につき

ましては、事項別明細書及び主要な施策の成果

に関する説明書を御覧くださいますようお願い

申し上げます。 

○渡邉賢一委員長 次に、認第７号令和６年度寒

河江市立病院事業会計決算の認定について当局

より説明を求めます。久保田病院事業管理者。 

○久保田洋子病院事業管理者 おはようございま

す。 

  認第７号令和６年度寒河江市立病院事業会計

決算の認定について御説明申し上げます。 

  なお、金額につきましては、1,000円未満の

数字は切捨てとさせていただきますので、よろ

しくお願いいたします。 

  それでは、決算書１ページを御覧ください。 

  決算報告書でございますが、消費税込みの金

額となっております。 

  初めに、収益的収入及び支出であります。 

  収入の第１款病院事業収益の決算額は、前年

度比2.3％増の20億521万5,000円で、支出の第

１款病院事業費用の決算額は、前年度比2.4％

増の20億3,627万円であります。 

  次に、２ページを御覧ください。 

  資本的収入及び支出であります。 

  収入の第１款資本的収入の決算額は、前年度

比18.1％減の１億8,135万円で、支出の第１款

資本的支出の決算額は、前年度比14.3％減の２

億2,490万4,000円であります。 

  この結果、資本的収入額が資本的支出額に対

して不足する額4,355万4,000円は、欄外下段に

記載のとおり損益勘定留保資金などで補塡して

おります。 

  次に、３ページを御覧ください。 

  損益計算書であります。これ以降は消費税抜

きの金額となっております。 

  １の医業収益は、入院収益及び外来収益、他

会計負担金など合計16億4,809万8,000円であり

ます。 

  ２の医業費用は、給与費のほか、診療等に係

る材料費、施設の維持管理経費及び減価償却費

などが主なもので、合計19億9,170万1,000円で

あります。 

  ３の医業外収益は、他会計負担金や他会計補

助金、県補助金など合計３億5,559万5,000円で

あります。 

  ４の医業外費用は、企業債利息など合計
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6,171万2,000円であります。 

  この結果、経常損失は4,972万円となり、５

の特別利益、６の特別損失がございませんので、

当年度純損失は経常損失と同額の4,972万円と

なりました。これに前年度繰越欠損金4,581万

3,000円を加えた当年度未処理欠損金は9,553万

4,000円となりました。 

  次に、４ページを御覧ください。 

  剰余金計算書及び欠損金処理計算書でありま

すが、先ほど申し上げました当年度未処理欠損

金9,553万4,000円を翌年度に繰り越すものであ

ります。 

  次に、５ページを御覧ください。 

  貸借対照表でございます。 

  最初に、資産の部、１の固定資産であります

が、有形固定資産の合計が12億5,298万9,000円

で、これに無形固定資産５万1,000円及び投資

3,375万4,000円を加え、合計12億8,679万5,000

円であります。 

  ２の流動資産でありますが、現金預金、未収

金及び貯蔵品で合計５億8,863万5,000円であり

ます。 

  この結果、資産合計は18億7,543万1,000円で

あります。 

  次に、負債の部でありますが、１の固定負債

は企業債及びリース債務で合計３億8,109万

1,000円であり、２の流動負債は未払金、企業

債、引当金など合計３億2,404万1,000円であり

ます。 

  ３の繰延収益は、長期前受金２億6,669万円

から長期前受金収益化累計額２億322万円を差

し引いた6,346万9,000円となり、この結果、負

債合計は７億6,860万2,000円であります。 

  次に、資本の部でありますが、１の資本金は

11億6,430万3,000円、２の剰余金は資本剰余金

が3,806万円、欠損金が9,553万4,000円で、剰

余金合計はマイナス5,747万3,000円となり、資

本合計は11億682万9,000円であります。 

  この結果、負債合計と資本合計を合わせた負

債資本合計は18億7,543万1,000円であり、資産

合計と同額となるものであります。 

  なお、6ページ以降に附属資料を添付してお

りますので、御参照くださるようお願いいたし

ます。 

  以上、寒河江市立病院事業会計の決算につい

て御説明を申し上げました。よろしくお願い申

し上げます。 

○渡邉賢一委員長 次に、議第54号令和６年度寒

河江市水道事業会計利益の処分及び決算の認定

について及び議第55号令和６年度寒河江市下水

道事業会計利益の処分及び決算の認定について

の２案件について当局より説明を求めます。大

江上下水道課長。 

○大江幸範上下水道課長 おはようございます。 

  議第54号令和６年度寒河江市水道事業会計利

益の処分及び決算の認定について御説明申し上

げます。 

  金額につきましては、1,000円未満を省略さ

せていただきますので、よろしくお願いいたし

ます。 

  決算書１ページ、決算報告書を御覧ください。 

  決算報告書については、消費税込みの金額と

なっております。 

  初めに、収益的収入及び支出であります。 

  収入の１款水道事業収益の決算額は、前年度

比0.4％増の10億8,202万8,000円で、支出の１

款水道事業費用の決算額は、前年度比2.6％増

の９億8,968万円であります。 

  次に、２ページを御覧ください。資本的収入

及び支出であります。 

  収入の１款資本的収入の決算額は、前年度比

25％減の１億2,824万9,000円で、支出の１款資

本的支出の決算額は、前年度比14.3％減の６億

1,895万8,000円であります。この結果、収入額

が支出額に対して不足する額４億9,070万8,000

円は、欄外下段に記載のとおり損益勘定留保資
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金及び消費税及び地方消費税資本的収支調整額

などで補塡しております。 

  次に、３ページを御覧願います。 

  損益計算書でございます。これ以降の説明は

消費税抜きの金額となります。 

  １の営業収益は給水収益が主なもので、合計

８億8,736万3,000円であります。 

  ２の営業費用は、浄水及び配給水費など合計

９億2,889万7,000円であります。 

  ３の営業外収益は、受託金、長期前受金戻入

など合計１億404万9,000円であります。 

  ４の営業外費用は、支払利息など合計1,536

万7,000円であります。 

  ５の特別損失は188万2,000円であります。 

  この結果、当年度純利益は4,526万4,000円で

あり、これに前年度繰越利益剰余金5,740万

5,000円を加えた当年度未処分利益剰余金は１

億267万円であります。 

  次に、４ページを御覧願います。 

  剰余金計算書でございます。 

  資本剰余金でありますが、前年度からの増減

はなく、1,584万6,000円であります。 

  次に、利益剰余金でありますが、前年度から

繰越しした未処分利益剰余金処分後残高5,740

万5,000円に当年度純利益4,526万4,000円を加

えることにより、当年度末残高は１億267万円

であります。 

  この結果、利益剰余金合計年度末残高は７億

2,432万2,000円となったところであります。 

  次に、６ページを御覧願います。 

  貸借対照表でございます。 

  先に、資産の部でありますが、１の固定資産

と２の流動資産で、資産合計は105億4,784万

5,000円であります。 

  次に、負債の部でありますが、３の固定負債

と４の流動負債及び５の繰延収益で、負債合計

は30億3,166万9,000円であります。 

  次に、資本の部でありますが、６の資本金と

７の剰余金で、資本合計75億1,617万6,000円で

あります。 

  その結果、負債合計と資本合計を合わせた負

債資本合計は105億4,784万5,000円となり、前

に申し上げた資産合計と同額となるものであり

ます。 

  次に、利益の処分について申し上げます。 

  戻っていただきまして、５ページの剰余金処

分計算書（案）について御説明申し上げます。 

  未処分利益剰余金当年度末残高１億267万円

から建設改良積立金に4,500万円を積み立て、

処分することについて、地方公営企業法第32条

第２項の規定に基づき、議会の議決を求めるも

のでございます。 

  また、処分後残高5,767万円は翌年度へ繰越

しとなるものでございます。 

  なお、８ページ以降に決算附属資料を添付し

てございます。 

  以上、よろしくお願い申し上げます。 

  続きまして、議第55号令和６年度寒河江市下

水道事業会計利益の処分及び決算の認定につい

て御説明申し上げます。 

  金額につきましては、1,000円未満の数字は

省略させていただきますので、よろしくお願い

いたします。 

  決算書１ページ、決算報告書を御覧ください。 

  決算報告書については消費税込みの金額とな

っております。 

  初めに、収益的収入及び支出であります。収

入の１款下水道事業収益の決算額は、前年度比

2.6％増の15億6,662万5,000円で、支出の１款

下水道事業費用の決算額は、前年度比3.1％増

の14億5,066万7,000円であります。 

  次に、２ページを御覧ください。 

  資本的収入及び支出でありますが、収入の１

款資本的収入の決算額は、前年度比11.3％減の

４億2,244万7,000円で、支出の１款資本的支出

の決算額は、前年度比2.8％減の９億7,536万
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2,000円であります。 

  この結果、収入が支出に対して不足する額５

億5,291万5,000円は、欄外下段に記載のとおり

損益勘定留保資金及び減債積立金などで補塡し

ております。 

  次に、３ページを御覧ください。 

  損益計算書でございます。これ以降は消費税

抜きの金額となっております。 

  １の営業収益は、下水道使用料、雨水処理負

担金が主なもので、合計６億5,953万6,000円で

あります。 

  ２の営業費用は、汚水・雨水施設及び浄化槽

に係る維持管理費及び減価償却費などが主なも

ので、合計13億20万5,000円であります。 

  ３の営業外収益は、他会計負担金補助金及び

長期前受金戻入などが主なもので、合計８億

4,930万円であります。 

  ４の営業外費用は、支払利息など合計１億

1,497万3,000円であります。 

  ５の特別利益はございません。 

  ６の特別損失は176万円であります。 

  この結果、当年度純利益は9,189万7,000円で

あります。これに前年度繰越利益剰余金23万

2,000円とその他未処分利益剰余金変動額6,581

万3,000円を加えた当年度未処分利益剰余金は

１億5,794万3,000円であります。 

  次に、４ページを御覧ください。 

  剰余金計算書でございます。 

  資本剰余金でありますが、前年度からの増減

はなく、３億1,250万8,000円であります。 

  次に、利益剰余金でありますが、昨年度から

繰越しした未処分利益剰余金処分後残高23万

2,000円に、補塡財源として使用した減債積立

金6,008万1,000円、建設改良積立金573万1,000

円及び当年度純利益9,189万7,000円を加えるこ

とにより、当年度未処分利益剰余金残高は１億

5,794万3,000円であります。 

  次に、６ページを御覧ください。 

  貸借対照表でございます。 

  先に、資産の部でありますが、１の固定資産

と２の流動資産で資産合計は220億5,992万

9,000円であります。 

  次に、負債の部でありますが、３の固定負債

と４の流動負債及び５の繰延収益で、負債合計

は182億1,919万9,000円であります。 

  次に、資本の部でありますが、６の資本金と

７の剰余金で、資本合計は38億4,073万円とな

ります。 

  負債と資本の合計である負債資本合計は220

億5,992万9,000円で、前に申し上げました資産

合計と同額となるものであります。 

  次に、利益の処分について申し上げます。 

  戻っていただきまして、５ページの剰余金処

分計算書（案）について御説明申し上げます。 

  未処分利益剰余金当年度末残高１億5,794万

3,000円から減債積立金に6,798万1,000円、建

設改良積立金に2,383万1,000円を積み立て、

6,581万3,000円を資本金に組み入れ、合計１億

5,762万7,000円を処分することについて、地方

公営企業法第32条第２項の規定に基づき、議会

の議決を求めるものでございます。 

  また、処分後残高31万6,000円は翌年度へ繰

越しとなるものでございます。 

  なお、９ページ以降に決算附属資料を添付し

てございます。 

  以上、よろしくお願い申し上げます。 

 

質     疑 

 

○渡邉賢一委員長 日程第12、これより質疑に入

りますが、各委員の所属する分科会の審査案件

に関する質疑は極力控えるとともに、質疑の際

はページ数を示し要点を簡潔に一括して発言さ

れ、また執行部におかれましても、質問者の意

をよく捉えられ、簡潔にして適切に答弁されま

すよう御協力願います。 
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  それでは、初めに認第１号令和６年度寒河江

市一般会計歳入歳出決算の歳入全部について質

疑はありませんか。後藤委員。 

○後藤健一郎委員 どの項目ということではない

ので、全体的なところでちょっとお伺いさせて

いただきます。 

  令和６年度は単年度収支額が１億2,919万

1,000円の赤字ということでございました。こ

のように単年度収支が赤字になった要因という

ものをどのように把握されているのか伺います。 

○渡邉賢一委員長 小林財政課長。 

○小林博之財政課長 お答え申し上げます。 

  実質単年度収支の赤字ということでよろしい

でしょうか。単年度収支の場合ですと、前年度

の実質収支にも、繰越金としまして、今年度の

歳入に引き継がれているということもございま

して、今年度の実質収支から、前年度の実質収

支を差し引いた金額が今年度だけの純粋な収支

である単年度収支となります。 

  実質単年度収支になりますと、歳入歳出の中

には、財政調整基金への積立てですとか取崩し、

あと市債の繰上償還などが含まれている場合が

ありますので、こうした収支を調整する要素を

除いた収支が実質の単年度収支となります。 

  令和６年度の場合で申し上げますと、財政調

整基金から取崩し２億3,531万2,000円を行って

いるところから、実質単年度収支がマイナスと

なったところでございます。 

○渡邉賢一委員長 後藤委員、よろしいですか。

後藤委員。 

○後藤健一郎委員 私、一般質問した内容などと

も関連してくるのですが、やはり繰入金の部分

とか、基金のところとかが非常に関係している

のだなと思いますけれども、今後も非常にここ

は重要だと思いますので、現年度、半分ぐらい

来ていますが、この数字は決算まで分からない

と思いますけれども、その辺、動き、お金のほ

うをしっかりと見ていただければと思います。 

○渡邉賢一委員長 ほかに質疑はありますか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第１款及び歳出第２款について質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第３款及び歳出第４款について質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第５款から歳出第７款までについ

て質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第８款及び歳出第９款について質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第10款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第11款から歳出第13款までについ

て質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第２号令和６年度寒河江市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算の認定についてに対

する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第３号令和６年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算の認定についてに

対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第４号令和６年度寒河江市介護保険

特別会計歳入歳出決算の認定についてに対する

質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第５号令和６年度寒河江市介護認定

審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定に

ついてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第６号令和６年度寒河江市財産区特

別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認
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定についてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、認第７号令和６年度寒河江市立病院事

業会計決算の認定についてに対する質疑はあり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第54号令和６年度寒河江市水道事業

会計利益の処分及び決算の認定についてに対す

る質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第55号令和６年度寒河江市下水道事

業会計利益の処分及び決算の認定についてに対

する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

分科会分担付託 

 

○渡邉賢一委員長 日程第13、分科会分担付託で

あります。 

  このことにつきましては、お示ししておりま

す分科会分担付託案件表のとおり、それぞれの

分科会に分担付託いたします。 

 

 分科会分担付託案件表  

分  科  会 分担付託案件 

総務産業分科会 

認第１号中歳入全部、歳出

第１款、歳出第２款の一

部、歳出第３款の一部、歳

出第５款、歳出第６款、歳

出第７款、歳出第８款、歳

出第９款、歳出第１１款、

歳出第１２款、歳出第１３

款、認第６号、議第５４

号、議第５５号 

厚生文教分科会 

認第１号中歳出第２款の一

部、歳出第３款の一部、歳

出第４款、歳出第１０款、

認第２号、認第３号、認第

４号、認第５号、認第７号 

 

 

   散    会    午前１０時３２分 

 

○渡邉賢一委員長 本日はこれにて散会いたしま

す。 

  大変御苦労さまでした。 
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